
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２０１２年１０月７日              NO,３２４ 

 

 砥沢から栗 

原川上流の円 

覚を経て、源 

公平までの鉄 

索（円覚線） 

は、砥沢～銀 

山平までの本 

線と同時期に工事がはじめられ明治３６年（１９０３）に完成

し、延長は約６，２００メートルで翌年から稼働しました。 

 砥沢と銀山平を結ぶ鉄索と砥沢と平滝を結ぶ鉄索の原動機

は蒸気エンジンでしたが、円覚線の原動機は、円覚の滝の上で

取水し鉄管で導水し、ペルトン水車を使用していました。 

 円覚線の原動機があった円覚停車場の近くには、落差約５０

メートルで３段に落ちる「円覚の滝」がありますが、断崖絶壁       

のため今は近づくこと

さえ難しく、その全貌を

見ることは困難です。 

 源公平の山神社跡に

は、根利山会の人たちが

建てた記念碑があり、石

垣の跡や道跡も見るこ

とができます。 
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に
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は
。
野
田
首
相
は
、
首
相
就
任
以
来
３
回
目
の
内
閣
改
造
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
幹
事
長

や
主
だ
っ
た
閣
僚
は
留
任
さ
せ
、
党
役
員
と
閣
僚
を
相
互
に
入
れ
替
え
た
人
事
が
大
半
で
、
選
挙
向
け
と

い
う
も
の
の
新
鮮
味
に
か
け
る
も
の
で
、
消
費
税
増
税
や
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
強
行
な
ど
、
国
民
の
声
に

こ
た
え
る
姿
勢
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
改
悪
と
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「
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改
革
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進
し
た
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田
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理
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任
さ
せ
、
安
住
前

財
務
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民
主
党
幹
事
長
代
行
に
横
滑
り
、
増
税
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を
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り
ま
と
め
た
前
原
前
政
調
会
長
を
国
家
戦
略
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当
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に
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民
自
公
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合
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を
す
す
め
た
城
島
前
国
対
委
員
長
を
財
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に
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用
す
る
な
ど
、
２
０
１
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年
か
ら
は
じ
ま
る
消
費
税
増
税
を
予
定
通
り
実
施
す
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
改
悪
を
推
進
し
よ
う
と 

 
 

 

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

 

自
民
、
公
明
の
助
け
で
、
悪
政
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
も
未
来
は
な
く
、
日
本
共
産

党
の
躍
進
で
政
治
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
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 上原町では９月３０日、第３７回町民運動会が開かれ、

それぞれのチームに大きな声援が

送られ、楽しくがんばりました。 

           上原町では、運動会や納涼大会

など親睦を深める行事がおこなわ

れています。 

 大東議員は、東日本大震災と福島第一原子力発電所事 

故により落ち込んだ観光客の増加と、都市間交流の充実 

をすすめるため、沼田市の魅力を生かした取り組みをす 

すめるよう求めました。 

 市長は、「河岸段丘、大自然、食、果樹、歴史、絹遺産 

群などを整合させたなかで対応したい」と答え、「年間を通したストーリー

を考えていくことが必要」との考えを示しました。 

 都市間交流の充実では、「白沢町の“新宿の森”の刈り払いをしてもらっ

ているので表敬訪問をし、防災協定について話しをしてきた」と答え、新

宿区との交流を充実させていく考えを示しました。 

 中心市街地土地区画整理事業は、来年度で事業が完了する計画でしたが、

今年の４月に事業期間を平成３６年度（２０２４年度）まで事業を延伸（延   

長）させることを決めました。 

 土地区画整理事業に億単位の税金が毎年投入

されていますが、市民の中からは「それだけの

効果を上げているのか」との声も聞かれます。 

 事業期間を１１年間延伸させて、にぎわいを

取り戻すことができるのでしょうか。 

 ９月３０日、白沢町尾合の尾合神社で、秋のヤアヤア

ドリ祭りがおこなわれ、地域の人たちで賑わいました。 

 ヤアヤアドリ祭りは、春と秋 

の２回おこなわれ、赤飯をお櫃 

から奪い合うという変わった祭 

りで、利根沼田に残る奇祭の一 

つといえます。 


